
 

 

 

 
 

 

 

今年もよろしくお願いします～２学期後半スタート～ 

   
１７日間の冬休みが終わり，生徒達は９日に新年の目標を胸に元気に登校してきました。２学

期後半の３ヶ月間は，進級，進学に向けて１年のまとめをするとともに，一人一人が更に成長で
きるように指導して参ります。保護者の皆様，地域の皆様，今年もご支援ご協力をよろしくお願
いします。 

  ９日の学校集会では，    校長より次のような話しがありました。 

 

 
 
 
新年あけましておめでとうございます。冬休みが終わり，今日から授業が始まります。 

 寒さの厳しい朝に，船岡中の校門から玄関にかけて並べているプランターを見ました。昨年，「フ
ラワープロジェクト」と称して植えたビオラの花に，白い霜がまるで産毛をまとっているかのよう
にキラキラと輝いていました。なぜ，人は花に心が動かされるのか。それは，花の色や形の美しさ
はもちろんですが，花の命に触れることによって，私の命も生きている，他の命とともに生かされ
ている，と命の輝きを感じるからだと私は思います。 
 年末の報道で「地球沸騰化」という言葉をしばしば耳にしました。地球沸騰化とは，２０２３年
７月の最高気温が観測史上最高となることから生まれたのだそうです。地球温暖化よりもレベルの
高いものとされています。実際に日本でも夏の気温が４０℃を超える地域も増え，熱中症による救
急搬送も昨年の２．３倍となったそうです。 
 私にとって，自然環境保護について深く考えるきっかけを与えてくれた本があります。アメリカ
の海洋生物学者レイチェル・カーソンが１９６２年に書いた「沈黙の春」と「センス・オブ・ワン
ダー」という本です。その本について話したいと思います。 
 あるとき，レイチェル・カーソンのもとに，友人からの一通の手紙が舞い込みました。役所が殺
虫剤を空中散布した後に，庭にやってきたコマツグミ(鳥)が次々に死んでしまった，という内容で
した。この手紙をきっかけに，レイチェルは四年に及ぶ歳月をかけて，環境汚染と自然破壊の実態
を世に先がけて告発した本「沈黙の春」を完成させます。後に「歴史を変えることができた数少な
い本の一冊」と称されることになります。その後，レイチェルはガンにおかされ，最後の仕事とし
て「センス・オブ・ワンダー」という本を執筆します。この本の中でレイチェルは「自然の不思議
さや神秘的なものに対する感性」を持ち続けることの大切さを説き，大人になるにつれて自然から
離れ，人工的な物に価値を置くようになることについて警告しています。特に印象的な文章を一部
読みます。 
 昨今，気候変動による災害や感染症のパンデミックが起こる要因として，自然と人間との関わり
方についてあらためて考えさせられます。皆さんには，この先の未来において，自然に謙虚に向き
合い，自然の不思議さや美しさに気づく感性を持ち続け，たくましく生きていくことを望みます。 

  
最後になりますが，３年生の皆さんは３月７日の卒業式までの日々を，１，２年生の皆さんは新

年度を迎えるまでの日々を大切に過ごしてほしいと思います。春になれば，新しいステージが待っ
ています。レイチェル・カーソンは地球環境の破壊を例えて「沈黙の春」と表しましたが，皆さん
一人一人には「喜びの春」を迎えるために，今できること，今やるべきことに精一杯，力を注いで
ほしいと思います。皆さんにとって，新しく迎えた年が希望に満ちたものでありますようにと祈り
ます。 
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 人間を超えた存在を認識し，おそれ，驚嘆する感性をはぐくみ強めていくことには，どのような意義
があるのでしょうか。地球の美しさと神秘を感じとれる人は，科学者であろうとなかろうと，人生に飽
きて疲れたり，孤独にさいなまれることはけっしてないでしょう。たとえ生活の中で苦しみや心配ごと
に出会ったとしても，かならずや，内面的な満足感と，生きていることへの新たな喜びへと通ずる小道
を見つけ出すことができると信じています。地球の美しさについて深く思いをめぐらせる人は，生命の
終わりの瞬間まで，生き生きとした精神力を保ち続けることができるでしょう。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受賞の記録 

○大河原地区読書感想画コンクール 優秀賞： 

○第３３回全日本中学生高校生管打楽器ソロコンテスト南東北大会 銀 賞： 

２学期 後半の主な行事 
１月 

諸活動終了１６：４５ 

（完全下校１７：００） 

 

９日（火）学校集会 

１１日（木）実力テスト 

１２日（金）校内書きぞめ展 

２２日（月）学習相談日 

２５日（木）各種・中央委員会 

２６日（金）新入生保護者説明会 

３０日（火）私立高校 A日程入試 

 

 

 

 

 

 

２月 

諸活動終了１７：００ 

（完全下校１７：１５） 

 

１日（木）私立高校 B日程入試 

１年キャリアセミナー 

５日（月）学習相談日 

８日（木）３年学年末考査 

９日（金）３年学年末考査 

１５日（木）予餞会 

１９日（月）学習相談日 

２１日（木）１，２年学年末考査 

２２日（金）１，２年学年末考査

３年学年 PTA 

２６日（月）各種・中央委員会 

 

３月 

諸活動終了１７：３０ 

（完全下校１７：４５） 

 

１日（金）同窓会入会式 

５日（火）公立高校入試 

７日（木）卒業式 

８日（金）公立高校追試験 

１１日（月）みやぎ鎮魂の日 

１２日（火）各種・中央委員会 

１４日（木）公立高校合格発表 

１５日（金）１，２年学年 PTA 

１８日（月）避難訓練 

１９日（火）新入生一日入学 

２２日（金）修了式 

２３日（土）～４／７春季休業 

２７日（水）離任式 

 

渡り廊下等改修工事終了 

昨年末に夏休みから始まった，渡り廊下・

防火設備改修工事，耐震強化工事の一切が終

了しました。 

より安全に配慮した設備になりました。大

切に使用していきたいと思います。 

 

よろしくお願いします 

過日お知らせしましたが，音楽科担当・ 

      の病休に伴い，代替として

１月よりが       着任しまし

た。全学年音楽と吹奏学部を担当します。

よろしくお願いします。 

 

先月行いました「保護者アンケート」「令和６年度 PTA役員等選考希望調査（１，２年生

保護者対象）」へのご協力ありがとうございました。保護者アンケートの結果は生徒アンケー

ト結果と併せて次回の学校便りでお知らせします。 


